
［主な意見］［主な意見］

・護岸直下のハビタットの復活の可能性や泥干潟への影響はどうか。・護岸直下のハビタットの復活の可能性や泥干潟への影響はどうか。

・澪筋底部への評価を行うべきである。・澪筋底部への評価を行うべきである。

・泥干潟とか砂といったいろいろな段階の干潟があるが、それぞれ・泥干潟とか砂といったいろいろな段階の干潟があるが、それぞれ

生息する生物が違い、それぞれが生態的には価値を有しており、フ生息する生物が違い、それぞれが生態的には価値を有しており、フ

ジツボも重要な生物である。ジツボも重要な生物である。

・国レベルのレッドデータブックに挙がっていなくとも、県内版で挙・国レベルのレッドデータブックに挙がっていなくとも、県内版で挙

がっているものは、可能な限りその種の生息を守っていく必要があがっているものは、可能な限りその種の生息を守っていく必要があ

るのではないか。るのではないか。

・平成１６、１７年の調査中、冬季に一度だけ確認された「モクズガ・平成１６、１７年の調査中、冬季に一度だけ確認された「モクズガ

ニ」がいるが、たまたま他からきた生物とすれば、これも昔から三番ニ」がいるが、たまたま他からきた生物とすれば、これも昔から三番

瀬にいた生物とするのか、その取り扱いはどうするのか。瀬にいた生物とするのか、その取り扱いはどうするのか。

・景観のモニタリングについては、台風によるゴミの堆積状況を見る・景観のモニタリングについては、台風によるゴミの堆積状況を見る

必要があるので、回数や時期を配慮されたい。必要があるので、回数や時期を配慮されたい。
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１．護岸改修によるハビタット（生物の生育・生息場）への影響１．護岸改修によるハビタット（生物の生育・生息場）への影響

(1)(1) 直接的な影響直接的な影響

石積傾斜護岸に改修されることにより、現在の直立護岸
直下の捨石マウンド上に成立している潮間帯生物のハビタッ
トは喪失し、石積傾斜堤上の潮間帯に置き換わる。

(2)(2) 間接的な影響間接的な影響

改修後の護岸形状が周辺域の地形、地質（底質）に影響
を与えた場合、その場所に生育・生息する生物に影響が及
ぶことが考えられる。

２．施工区間に生育・生息する重要種への影響２．施工区間に生育・生息する重要種への影響

海生生物への影響予測と評価海生生物への影響予測と評価
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※1：図中の水位線は東京港の平均潮位を示している。
※2：生物の出現状況は秋、冬、春、夏季の4季を合わせたもの

ハビタット：護岸直下 ハビタット：澪筋底部

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 1200

A.P.（m）

1

0

-1

離岸距離(m)

捨
石

シルト 細砂

-2

2

3

4

5

6

細砂

調査年月日： 秋季 平成16年11月30日09:10～12:30

冬季 平成17年 2月 9日09:40～11:50

春季 平成17年 5月26日08:30～12:00

平成17年 5月27日09:05～10:00

夏季 平成17年 7月20日08:40～14:50

ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ

ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

ｱｻﾘ

ﾔﾄﾞｶﾘ類

ﾏﾝﾊｯﾀﾝﾎﾞﾔ

ﾏﾊｾﾞ

ｱｶｶﾞｲ

ﾋﾞﾘﾝｺﾞ

ﾐﾉｳﾐｳｼ類 ｶｶﾞﾐｶﾞｲ

ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ

ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ
ｼﾛﾎﾞﾔ

アオサ属 ハネモ オゴノリ

海草藻類凡例

ｽｼﾞﾊｾﾞ

ﾏｶﾞｷ

ｱｻﾘ

ハビタット：シルト域

直接的な影響を受ける範囲＝護岸改修により改変される範囲直接的な影響を受ける範囲＝護岸改修により改変される範囲

塩浜２丁目塩浜２丁目((測線測線LL--３３))のイメ－ジのイメ－ジ

護岸改修後の、のり先の位置

①勾配1:1.5の場合：15.1m

②勾配1:3の場合：20.8m

③勾配1:5の場合：32.6m
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勾配別の潮間帯ハビタットの復元イメ－ジ勾配別の潮間帯ハビタットの復元イメ－ジ
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図-4 護岸改修後のハビタット復元イメ－ジ

周辺部に同様な潮間帯のハビタットが分布すること、
施工が段階的に進められることなどから、改修後の護岸
には、現状の潮間帯と同様なハビタットが成立することが
予測される。

但し、 勾配
が 緩 い ほ
ど、 法先が
沖へ出るこ
とになる

勾配が緩やかなほど、潮間帯の延長が長くなり、 生物の生
育・ 生息空間が増大する。

石積みは間隙に富むた
め、 被覆ブロックに比べ
て、表面積が大きく、生
物の生育・ 生息空間が
増大する。
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付着生物調査結果（千葉港海岸習志野地区）

類似事例による検証（千葉港海岸習志野地区の例）類似事例による検証（千葉港海岸習志野地区の例）

施工後約施工後約11年半で、新たな護岸に潮間帯生物によるハビタットが成立年半で、新たな護岸に潮間帯生物によるハビタットが成立
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